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19世紀におけるドイツ語呼称代名詞の用法について
ゲオルク・ビューヒナーの戯曲『ヴォイツェク』を手がかりにして
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要旨                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                              
キーワード：ドイツ語呼称代名詞､ ゲオルク・ビューヒナー､ 『ヴォイツェク』､ ポライトネス､ 歴史語用論      
ドイツ語の  －  ､ 英語の   ､ フランス語の －    のような会話の相手を呼び指す２人称代名
詞を ｢呼称代名詞｣ (            ) と呼ぶ｡ ドイツ語の呼称代名詞には､ 親称  と敬称  の区別
が知られており､ これは多くのヨーロッパ諸語とも共通するものだが１､ 他のヨーロッパ諸語には見
られないドイツ語に顕著な特徴としては､ その形式の多様性のみならず､ それら形式間での頻繁な入
れ替えがある｡ 例えば    (2003 :93) によると､ 18世紀から19世紀初頭にかけてのドイツ語には､
伝統的な親称     のほかに､ 敬称として､ 当時の階級社会を反映して   (｢彼ら｣ からの転用)､   
(親称複数  からの転用)､      (｢彼・彼女｣ からの転用)､        ２が認められ､ それらの間には
発話相手との ｢上下関係・力関係｣ あるいは ｢仲間意識｣ の有無に応じた細かな使い分けの原則があっ
たとされる｡
例えば､ 本論文において分析の対象として取り上げる . ビューヒナー (            ) 作 『ヴォ
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[文学篇]
イツェク』 (       ) の台詞の中にもその典型的な例が見てとれる｡ その冒頭部分で主人公の兵士
ヴォイツェクは､ 上官の大尉に対して常に敬称の  で呼びかけるが､ 一方大尉はヴォイツェクには､ に見られるように､ 目下・身分の低い者に対する呼称詞である  を用いている｡                                                 －                          
｢ヴォイツェク､ 貴様は善良な人間だ｡ だがな､ ヴォイツェク､ 貴様には道徳心というもの
がない！｣
19世紀後半に書かれたこの戯曲で呼称詞    は､ 上の例に見るように､ 差別的な意味合いで用い
られているが､ 17世紀にはまだ本来の最も丁寧な敬称詞として用いられていたことが知られており､
数世紀の間に    の価値が急激に低下したことがわかる｡
本稿の目的は､ このように変化の激しいドイツ語呼称代名詞の変遷の一端を 『ヴォイツェク』 にお
けるその用法を通して分析し､ その用法に関する先行研究を検証することにある｡
本論に入る前に､ ここで呼称詞研究に文学作品を用いることの問題点について少し触れておこう｡
呼称詞に関する歴史的研究は､ ｢歴史語用論｣ (               )３の一部をなす｡ ところで語用論
は､ 現代語の口語表現を主な分析データとして理論を構築してきた学問分野であるが､ それに対して
歴史語用論が扱うことのできる資料は古い時代に書かれたデータに限定される｡ そのため､ それらの
資料からその当時の話しことばを再構しなければならないわけだが､ その問題に対して歴史語用論は､
書記データの中から､ 話しことばが書き記されている､ ないしは話しことばがかなりの程度反映され
ていると想定できるテクストジャンルを選び出し､ それを分析するという方法をとっている｡ そのよ
うな ｢話しことばに近い｣ テクストジャンルには､ ｢手記｣､ ｢手紙｣､ ｢裁判記録｣､ ｢説教｣ のほか､
｢戯曲｣ の台詞などが含まれる｡ 創作された文学作品の言語使用が､ 実際の話しことばをどの程度反
映しているかについては､ しばしば議論の的となるところだが､ データ分析に十分な注意を払えば､
『ヴォイツェク』 のような戯曲からも価値あるデータが得られるとの前提に立ち､ 以下の論を進めた
い｡        
まず最初に､ 分析対象となる本作品についてその概要を確認しておく｡ ビューヒナー (1813-1837)
作の 『ヴォイツェク』 は､ 周知の通り､ 未完の草稿断片として残されたため､ テクストをめぐる複雑
な問題が存在するとされるが４､ 本稿では､            (                      ) に依拠
するレクラム版を使用する：            ：                                                                                               ｡ なおこの戯曲の刊行
は､ 作者の死後の1879年､ 初演は1895年である｡
『ヴォイツェク』 は､ 階級社会を背景として､ それに起因する悪意に満ちた差別によって破滅させ
られていく社会の最底辺の人々を描く不条理劇である｡ ここでこの戯曲のあらすじを簡単に紹介して
おく｡ 主人公のヴォイツェクは､ 上官の大尉からからかいの対象とされる兵卒である｡ 軍務の傍ら､
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僅かな生活費の足しにと医学研究の実験台となるという屈辱的な仕事もしている｡ ところで､ 彼には
内縁の妻マリーがいて､ 彼女との間に一人の男子をもうけているが､ 彼女は鼓手長の誘惑に負けてヴォ
イツェクを裏切る｡ 精神の混乱から生じる幻視と幻聴に導かれて､ ヴォイツェクはマリーを沼に連れ
だし､ ナイフで刺殺した後､ 自らも入水する｡
ところで､ これはビューヒナー研究者には既に周知のことであるが､ この戯曲は､ そもそも実話を
素材にしていた｡ それは､ クリスティアーン・ヴォイツェク (              ) という名の理髪師・
かつら職人が､ 愛人関係にあった未亡人クリスティアーネ・ヴォースト (             ) を嫉妬
にかられて殺害し､ その罪で処刑されるという事件である｡ 死刑は､ 1824年８月27日にライプツィヒ
で執行され､ 公開処刑を見ようと町の広場には多くの市民が集まったという｡ ビューヒナーは､ この
事件を 『国家医事雑誌』 (                        ､         ) で知り､ この戯曲の執筆を着
想したのであった｡
呼称代名詞の分析に入る前に､ ここでこの戯曲の主要登場人物をまとめておく｡
フランツ・ヴォイツェク (           )：主人公｡ 兵卒｡ 内縁の妻を彼女の裏切りにより刺殺
し､ 自らも入水自殺する｡
マリー (    )：ヴォイツェクの内縁の妻｡ 鼓手長との不貞のため､ やがてヴォイツェクによって
刺殺される｡
大尉 (        )：中隊長｡ ヴォイツェクの上官｡ ヴォイツェクに髭をそらせて彼をからかう｡
医師 (     )：人体実験のためにヴォイツェクを雇っている医師｡ 彼にインゲン豆だけを食べさ
せる人体実験を行ない､ 人間の動物への退化を研究している｡
鼓手長 (          )：マリーの浮気相手｡ なお          は､ 直訳すると ｢鼓笛隊少佐｣ だ
が､ 実際は下士官待遇であった｡
アンドレース (     )：兵卒｡ ヴォイツェクの兵隊仲間｡ 作中ではヴォイツェクをいじめの対象
にしない唯一の人物｡
マルグレート (     )：マリーの隣人｡
居酒屋のあるじ (   )｡
ケーテ (    )：居酒屋の女｡
ユダヤ人の古道具屋 (     )：ヴォイツェクにマリー刺殺に使うナイフを売る｡
見世物小屋の客引き (          )｡
見世物小屋の親方 (            )｡                          
呼称代名詞の用法は､ まず ｢対称的｣ か ｢非対称的｣ かの二通りに分類できる｡ 前者は､ 話し手と
聞き手の間で同一の呼称代名詞が双方向的に用いられるのに対し､ 後者では互いに異なる代名詞が用
いられる｡ 例えば現代ドイツ語の２人称は､ 大人の間では､ ｢対称的な｣ 使用が原則である｡ つまり､  には  で､   には  で答えるというやり方である｡ それに対して､ (肉親以外の) 大人と子供の
間では､ 大人から子供へは  が､ 一方子供から大人へは  が用いられ､ ここでは ｢非対称的な｣ 呼
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称が見られる｡ これはまた､ 封建社会や階級社会に典型的に見られる現象でもある｡
さて本論文で取り上げるのは､      ､   ､   ､     の４種類で､ ｢対称的呼称｣､ ｢非対称的呼称｣
の順で分析を行う｡ なお､ 以下において単独の  は､ ３人称複数から転用された敬称の   (あなた・
あなたがた) を､     は､ ３人称単数から転用された (卑称の) 呼称詞を指すこととする｡ また各
事例の用例数には､ 構文上は主語の表れない命令文もカウントされている５｡ 用例の出現総数とその
内訳は以下の通りである｡
         
３.１.１ ヴォイツェク⇔マリー：  (38例)
二人は愛人関係にあるため､ 両者は  で呼びかける｡                                 
｢お前の唇はなんて真っ赤なんだ､ マリー｡｣                           
｢熱にうなされているのね､ フランツ｡｣
３.１.２ ヴォイツェク⇔アンドレース：  (13例)
この二人は兵隊仲間なので､ ｢戦友のdu｣ を用いている｡                                      
｢静かに､ 聞こえるか､ アンドレース､ 聞こえるか？｣                              
｢ヴォイツェク､ まだ聞こえるのか？｣
３.１.３ 鼓手長⇔マリー：  (５例)
鼓手長とマリーは親密な間柄なので､ ここでもduが用いられる｡                                   
｢お前は実にいい女だ｡｣
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対称的用法 非対称的用法 不明なもの   64
41 19
   22     1
小 計 87
総 数 147
【表１ 呼称詞の出現総数とその内訳】
       (                     )                   
(彼をじっとみつめ､ 感極まって) ｢ちょっと前に進んでみてよ！｣
３.１.４ ヴォイツェク⇔ケーテ：  (８例)
なじみ客と居酒屋の女の関係なので､   を用いる｡                              
｢唄ってくれないか？｣                                  
｢手についているのは何？｣
３.１.５ 大尉⇔医師：   (14例)
両者は､ ヴォイツェクとは異なり､ 上層階級に属するため互いに  を用いる｡                                      
｢わしは時間を無駄にせんよ､ 貴殿みたいにはな｡｣                                       
｢先生､ 脅かさんでくださいよ！｣
なお  は､ 医者と学生との間でも用いられている (７例)｡                                  (                            )
｢触ってみなさい､ 諸君､ 触ってみなさい！｣ (彼らは彼 [=ヴォイツェク] のこめかみ､
脈､ 胸を触る｡)
３.１.６ マリー⇔マルグレート：     (１例)                                                                                          
｢あんたのめん玉をユダヤ人のところへでももっていったらどうだい｡ そしたらそれを磨い
てくれてさ､ 一組のボタンとして売ってくれるかもしれないよ｡｣                                                                                  
｢何だって､ あんたがそう言うのかい？未婚の子連れ女が！あたしゃ､ ちゃんと結婚してい
る女だよ｡ でもあんたなんか､ 皮のズボン７枚を重ねても中が透けて見えるというじゃな
いか｡｣            [ ] 
｢この売女！[…]｣
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この二人は隣人同士なので､ ふだんは  で呼び合ってもおかしくない関係にあると想像できるが､
作中において一回だけ現れる上記の二人の会話場面では､   ではなく    が用いられている｡ この    は､ ここでは険悪で軽蔑的な場面で用いられていることからわかるように､ 卑称詞として使わ
れている｡ しかし､ この代名詞は､ 元来17世紀に始まった２人称的に用いられた      ､         ､          などを受ける人称代名詞    が独立的に使われるようになったものであって､
当初は最も丁寧な敬称詞として用いられていた｡                             
｢息子殿よ､ 常にこれでよしとする気持ちをお忘れにならぬように｣ (            ､
1735 [出典：             (        )         ])
３人称を２人称に転用することは､  に見るように ｢丁寧さ｣ を生む出す効果があるが､ 多用され
ると反対にその効果が薄れ､ やがて急激な意味悪化を蒙ることがある｡ 呼称詞    はその典型的な
例で､ 『ヴォイツェク』 が書かれた19世紀後半には卑称詞となっていることが見てとれる｡ なおその
変化のメカニズムについては､ ｢４.ドイツ語呼称代名詞の変遷｣ で取り上げる｡          
３.２.１ ヴォイツェク⇔大尉：   (５例)､      (21例)､   (５例)
ヴォイツェクと大尉は､ その軍隊での階級差を反映して､ 前者は後者に敬称   (５例) で､ 後者
は前者に     (21例) で呼びかけている｡                                                                                         
｢その通りであります､ 大尉殿｡ その道徳が足らんのであります｡ ご存知の通り､ 我々下々
の者には道徳がないのであります｡｣                                                                                  
｢何だと｡ 何というおかしな返答だ｡ 貴様の返答を聞くと頭が混乱してくる｡｣
このように大尉はヴォイツェクに対しては卑称詞    を用いているが､     ではなく､   が用
いられている文例が５例ある｡                                                                                                      
｢よろしい｡ ヴォイツェク｡ お前は善人だ｡ だがお前は考えすぎる｡ それが体を蝕むのだ｡
お前はいつもせかせかしておる｡｣
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この    から  への切り替えの理由は､ 文脈からはっきり読みとることはできないが､ この例は､
｢親密さの  ｣ や ｢戦友の  ｣ というよりも､     程ではないにしろ､ やはり ｢軽蔑の  ｣ と考え
るべきであろう｡
３.２.２ ヴォイツェク⇔医師：   (４例)､      (30例)､   (５例)
ヴォイツェクと大尉との関係は､ ヴォイツェクと医師の関係にも当てはまる｡ ヴォイツェクは医師
を敬称   (４例) で､ 一方医師はヴォイツェクを     (30例) で呼びかける｡                                                            
｢先生､ 先生は二重になった自然を見たことがありますか？｣                             
｢ヴォイツェク､ お前の手当てを増やしてやろう｡｣
この場合にも､ 呼称の    から  への移行が５例見られる｡ ここもやはり､ ヴォイツェクと大尉
との関係と同様､ ｢軽蔑の  ｣ とみなすことができる｡                                    
｢このけだものめ､ 俺にお前の耳を動かさせるつもりか？｣                               
反対に  →    の例が１例見られた｡ ヴォイツェクとマリーは､   で指摘したように､ 通常  
を用いている仲だが､ 下の例は､ 彼女の浮気を疑い､ 疑心暗鬼に駆られたヴォイツェクが彼女を罵る
場面である｡ 激昂した感情が  から    への引き金となったと想像できる｡ だがその後､ 彼はまた  に戻り､ 全体として  →   (卑称詞) →  という順番になっている｡               ―                      [ ]                                                     
｢このあま｡ 何かおかしいぞ｡ […] こいつ罪のないような顔していやがる｡ 罪がないだと､
お前にはなにか印がついているはずだ｡｣               
以下に対称的か非対称的か､ 用例不足のためはっきりと判断できないケースを挙げておく｡
３.４.１   (５例)
ユダヤ人の古道具屋と居酒屋のあるじは､ 客のヴォイツェクに敬称  を用いている｡ なおこの  
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は､ 親称複数  が２人称単数敬称に転用されたものである｡ 一方､ ヴォイツェクが二人のあるじに
呼びかける場面はでてこない６｡                                      
｢旦那はそれでご自身の首をかき切るおつもりですかい？｣                                                           
｢何ですって､ 右手で右の肘へですかい？あなたは器用な方でいらっしゃる｡｣
３.４.２   (５例)
ヴォイツェクは､ (あるじを含む) 居酒屋に居合わせた客たちに親称  を用いている｡                                         
｢こんちくしょう､ 何をいいやがる｡ お前たちの知ったことか?｣
３.４.３    (９例)
見世物小屋の客引き (         ) とその親方 (            ) は､ 客に対し敬称  を用いてい
る｡                                                                       
｢みなさん､ 神が創ったこの創造物をご覧あれ｡ これは何の､ まったく何の価値もない代物
であります｡｣                                                 
｢ご覧ください､ 畜生は自然ではあるが､ 理想なき自然であります｡｣
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以上の関係を相関図に表すと次のようになる｡
『ヴォイツェク』 に見られる呼称詞使用は､ 次の４点にまとめることができる｡
１) 身分・力関係で上位の者は､ 下位の者に  (｢軽蔑の  ｣) を用い､ 下位の者は上位の者に  
を用いる｡
２) 双方が同位の場合には､ 親しい間柄では  (｢親しみの  ｣) を用いる｡ また礼儀正しく距離を
置く場合には  を､ さらに最高位の敬称として  を用いる｡
３)      の下には､ 蔑称として    がある｡
４) 呼称詞は ｢仲間意識｣ (        ) と ｢上下関係・力関係｣ (        ) という二種類の要因
が複雑に絡み合ったシステムを成す｡ 特に後者は ｢礼儀のバロメーター｣ と密接に関連し､ そ
れは次のような､ 右に行くほど丁重さが減じる階層を形成する：  ＞  ＞  ＞    ７｡              
ドイツ語呼称代名詞の特徴として､ 著しい変遷が見られることはすでに述べてきたが､ ここではそ
の経緯を手短にまとめ､ 『ヴォイツェク』 に見られる呼称詞使用の歴史的位置づけを確認しておく｡
ドイツ語呼称詞の変遷については    (       ) が参考になる｡
19世紀におけるドイツ語呼称代名詞の用法について 31
【表２ 『ヴォイツェク』の呼称詞相関図】
敬 称
                                                
親 称                  
時 代 ゲルマン語
古高ドイツ語
～初期新高
ドイツ語
17世紀 18世紀 19世紀初頭 現代ドイツ語
まずゲルマン語において２人称代名詞は､ 親称  のみであったと推定される｡ その後時代ごとにそ
れに新しい呼称 (敬称) が加わるが､ そのメカニズムは１) ｢複数化｣ (一人の相手を複数人称代名詞
で呼びかけること) と､ ２) ｢３人称の２人称への転用｣ の二つである｡
第一の ｢複数化｣ には､ ａ) 古高ドイツ語における､ 親称複数  が単数敬称に転用されて ｢親称  
⇔敬称  (  )｣ という二項体系が成立したこと ( ､  を参照)､ ｂ) 18世紀で､ ｢あなた｣ を表す
のに､ ｢彼ら｣ を表す３人称複数  が転用され  ができた例がある ( ､  ､  などを参照)｡ なお
後者には､ ２) の現象､ すなわち ｢３人称の２人称への転用｣ が同時に起こっている｡ 一人の相手を
複数人称代名詞で呼びかけることは､ 一方で､ ｢多数は力なり｣ のメタファーが働き､ 相手を ｢力あ
る者｣ として見立てる効果があり､ これが ｢敬意｣ を伝える言語手段となる｡ 他方でまた､ 一人の相
手に対し ｢多くの者の一人｣ と間接的に表現することは､ 直接指示に伴う非礼を回避することになる
ので､ これによっても相手に対する敬意を表現することが可能となる｡ いずれにせよ､ ｢複数化｣ に
は何らかの敬意を表現できる効果がある｡
またより身分の高い人物を複数  で呼びかけるというこのような慣習は､ ローマ帝国の東西分裂
(395年) により同時に複数の皇帝が存在することになり､ ローマ皇帝がラテン語で自らを   (我々)
と複数で自称し､ それに呼応する意味で相手からも複数の   (あなた方) で呼び返される習いが､
ドイツ語にも導入された結果であるという (    (        ) 参照)｡
次に第二の ｢３人称の２人称への転用｣ の例には､ ａ) 17世紀において､   (  ) に加えて､ 名
詞的呼称語を受ける３人称代名詞    が敬称として導入されたこと ( ､  ､  を参照､ ただしこ
れらの例では卑称詞にまで変化している) のほか､ ｂ) 18世紀になって同じく３人称の複数  が大
文字書きされ､ 敬称の人称代名詞  として自立したことがある ( ､  ､  などを参照)｡ 名詞的呼
称語とは､ ３.１.６で見たように､ ２人称的に用いられた      ､         ､          などの
ことをいい､ ａ) ではそれを受ける人称代名詞    が独立的に使われるようになって生まれたもの
である｡ またｂ) は､ ｢閣下｣ ｢猊下｣ などを意味する         (  )            のような称号
が､ 前世紀同様､ 18世紀になるとそれら (いくつかは複数形) を受ける  が大文字書きされ､ 敬称
の人称代名詞  として自立していったことによる｡ それにはまた､ ラテン語の複数形          
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【表３ ドイツ語呼称代名詞の変遷(Simon(2003)に準拠) 】
(閣下) といった対応する表現形式が存在したこともその後押しをしたと想像される｡
｢３人称の２人称への転用｣ は､ つまり２人称を３人称で呼びかけることは､ 相手が ｢今ここにい
ないかのように｣ 表現することを可能にし､ 話し手が聞き手の領域を直接侵す危険性を最小限に抑え
る働きがあるため､ 対称詞を３人称で言いかえることは､ 相手の領域を侵さない最良の表現方法､ つ
まり最も効果的な敬意表現となる８｡
このようなストラテジーが典型的に表われるのが､           (  )            のような呼
称表現である｡ 身分の高い人物を直接指示を避けて間接的に呼ぶこと､ つまり ｢避称｣ は､ 君主の不
可侵性が最もよく保証される常套手段である｡
以上のことから､ ２人称単数を ｢３人称かつ複数｣ で表示する人称代名詞  は､ １) と２) の両
方のストラテジーを同時に実現しており､ 相手に対する配慮を二重に含んでいるといえる｡
ちなにみこの二つのストラテジーは､ ブラウン＆レヴィンソン (               ) の ｢ポラ
イトネス理論｣ によっても説明できる｡ それによると､ ｢ポライトネス｣ (        ) とは､ 人間関
係を円滑するための言語ストラテジーであり､ ｢他者から認められたい｣ という欲求に基づく ｢ポジ
ティブ・ポライトネス｣ (              ) と､ ｢他者に邪魔されたくない｣ ｢自分の領域を侵され
たくない｣ という欲求に基づく ｢ネガティブ・ポライトネス｣ (               ) に分類される｡
この分類に従えば､ １) ｢複数化｣ に見られる相手を ｢力ある者｣ として褒め称えるタイプの敬意は
｢ポジティブ・ポライトネス｣ の､ そして ｢多くの者の一人｣ という捉え方は､ 直接性を回避し､ 相
手の領分を侵さない配慮がなされているという意味で､ 反対に ｢ネガティブ・ポライトネス｣ の一例
とみなすことができる｡
また２) ｢３人称の２人称への転用｣ は､ ｢ネガティブ・ポライトネス｣ に分類できる｡ なぜならば､
２人称を３人称で呼びかけることは､ 上に述べたように､ 相手が ｢今ここにいないかのように｣ 表現
することを可能にするため､ 話し手が聞き手の領域を直接侵す危険性を最小限にするメリットを生み
出すからである｡ つまり､ ２人称を ｢３人称かつ複数｣ で表示する人称代名詞  は､ ｢ポジティブ・
ポライトネス｣ と ｢ネガティブ・ポライトネス｣ の両方を同時に実現しており､ 相手に対する配慮を
二重に含んでいるという点で､ 最も効果的な敬意表現と言えるだろう９｡     
上に挙げた表３において    は､   世紀初期の呼称詞の体系を  －  －    が敬称､   が親称
としているが､ 19世紀後半の 『ヴォイツェク』 についての今回の調査では､ 敬称に  －  があるこ
とは同じだが､     が敬称から卑称へ価値が急激に低下していることが確認できた｡ 実際    の分
析からも､     が17世紀､ 18世紀､ 19世紀初期と時代とともに､ その相対的な位置を下げているこ
とが読みとれる｡ したがって､ データ分析をさらに拡大していきそのことが全般的に実証されれば､
表３の19世紀初頭の欄は､ 19世紀を前半と後半を分け､ 後者では    の順位を  と入れ替え､ さら
に    を卑称として別に表記する必要があろう｡
呼称詞がこのような急激な変化に見舞われるのは､ この品詞が使用頻度が極めて高いため､ 使い古
されて敬意を十分にできないと感じられるや否や､ また別の形式があらたに導入されるためである｡
それと同時に､ それまで使われてきた形式は急激な意味の悪化を引き起こす｡   から    を経て  
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への敬称の変化もそのような理由によるものである｡ 自分の伝達意図､ つまり呼称詞の場合は相手に
対する ｢敬意｣ を最大限に実現したいとする欲求こそが､ 呼称詞の入れ替えを引き起こす最大の要因
である｡  
１ さらにいくつか例を挙げれば (親称―敬称の順)､ オランダ語：  － (           ｢貴下の高貴
さ｣)､ スペイン語： －    (            ｢貴下の恵み｣)､ チェコ語： －  などがある｡ また
英語にも17世紀頃までは   －   の区別があったが､ 現代英語では   に統一された歴史がある｡
２     (        ) は､        について次のような用例を挙げている：                                                                         (                                   ：  ) ｢どうぞご幸運を｡ あなた様にまたお目にかかれる名誉に浴する
ことを楽しみにしております｡｣ なお       はもっぱら文語に用いられた｡
３ ｢歴史語用論｣ (               ) は､ 1990年代半ばに始まった比較的新しい研究領域で､ 歴史
言語学と語用論の融合を志向する｡ この用語自体は､       (    ) 以来定着したものである｡ 語用
論は､ 言語 (記号) の使われ方､ ならびに言語 (記号) と言語 (記号) 使用者との関係を研究する
分野なので､ 歴史語用論とは､ １) 各時代における言語使用の有り方 (＝語用論的フィロロジー)
および２) その歴史的変化 (＝通時的語用論)､ そして３) 言語使用の変化と言語変化の関係を研究
する分野と定義される｡ つまり本稿は主として１) に係わるものである｡
４ これについては 『ヴォイツェク ダントンの死 レンツ』 (ビューヒナー作､ 岩淵達治訳､ 岩波文庫､
岩波書店 2006年) の286-296に詳しい解説がある｡
５ 命令文の中には､ 定動詞と主語との文法的一致が欠如している例がある：                                        ｢(大尉が) おい何とか言え､ ヴォイツェク｡ 今日の天気はど
うなんだ？｣｡ この用例で､ 動詞   は  に対する命令形を表すが､   が挿入されている｡ このよう
な事例は､ 分類上    の例に含めて分類した｡ なお の    の台詞も参照のこと｡ また類似の用
例として､       (       ) は､                       ｢奥様はおいしく召し上がってい
ただけましたでしょうか？｣ を挙げている｡ ここでは定動詞     は文法上は  と一致するはずだが､
呼称詞としては      が用いられている｡
６ ユダヤ人に対する呼びかけは､ 中世以来､ 常に ｢軽蔑の  ｣ である｡ 岡村 (1994:428) 参照｡
７ ちなみに        (       ) は､ 当時 (18世紀) の敬語使用について､ 次のような例を挙げて､
左ほど丁寧な呼びかけとなると説明している：                                                        つまり  は､ 18世紀においてはまだ敬称となっていたことがわかる｡
８ ３人称を２人称に転用するケースは､ 日本語にも数多く認められる： ｢あなた (彼方)｣ ｢きみ (君)｣
｢貴殿｣ ｢貴様｣ など｡ なお日本語の ｢貴様｣ には､ 敬称が卑称に引き下げられるというドイツ語の    と類似の変化が起きている｡
９ 滝浦真人 (2005)､ 第Ⅱ章参照｡
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